
北
海
道
に
も
花
粉
症
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
雪
解
け
が
終

わ
っ
た
頃
か
ら
く
し
ゃ
み
や
鼻
水

に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

花
粉
症
は
、
花
粉
が
原
因
の
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
総
称
で
、
主
に

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
と
ア
レ
ル
ギ
ー

性
結
膜
炎
が
生
じ
ま
す
。

本
州
で
は
、
春
の
花
粉
症
の
原

因
は
ス
ギ
花
粉
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、
北
海
道
で
は
ス
ギ
の
木
の
自

生
が
渡
島
半
島
南
部
に
限
ら
れ
て

い
る
た
め
ス
ギ
の
花
粉
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
人
は
あ
ま
り
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。

で
は
、
北
海
道
の
花
粉
症
患
者

に
多
く
見
ら
れ
る
、
原
因
と
な
る

植
物
は
何
で
し
ょ
う
か
？

春
（
4
月
～
5
月
）
は
カ
バ
ノ
キ
科
の
ハ

ン
ノ
キ
、
シ
ラ
カ
バ
な
ど
、
夏
（
6
月
～

7
月
）
は
イ
ネ
科
の
チ
モ
シ
ー
、
カ
モ
ガ

ヤ
、
秋
（
9
月
）
に
は
キ
ク
科
の
ヨ
モ
ギ

な
ど
の
花
粉
が
飛
散
し
ま
す
。

北

海

道

は

広

大

で

あ

る

た

め

、

地

域

に

よ

っ

て

気

候

や

植

物

の

分

布

に

差

が

あ

り

、

花

粉

の

飛

散

状

況

は

異

な

り

ま

す

。

ま

た

、

本

州

に

比

べ

花

粉

飛

散

期

間

が

短

く

、

花

粉

に

悩
む
期
間
も
短
く
な
っ

て

い

ま

す

。

鼻

水

（

鼻

汁

）

の

原

因

が

ア

レ

ル

ギ

ー

性

か

ど

う

か

を

鑑

別

す

る

検

査

の

１

つ

に

鼻

汁

好

酸

球

検

査

が

あ
り
ま
す
。

ア

レ

ル

ギ

ー

性

鼻

炎

の

鼻
水
中
に
は
白

血

球

の
一
種
の
好
酸
球
が
増
加
し
ま
す
。
鼻
水

を
綿
棒
で
採
取
し
、
ガ
ラ
ス
に
塗
り
、
そ
れ

を
染
色
し
て
顕
微
鏡
で
観
察
し
ま
す
。
上

の
写
真
は
ア
レ
ル
ギ

ー

性

鼻

炎

患
者
の
鼻

水
を
染
色
し
た
も
の
で
す
。
←
の
細
胞
が
好

酸
球
で
、
周
り
に
も
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま

す
。
こ
の
細
胞
が
見
ら
れ
る
と

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
可
能
性

が
疑
わ
れ
ま
す
。

生
体
弁
は
ウ
シ

の
心
膜
や
ブ
タ
の

心
臓
弁
な
ど
の
生

体
組
織
か
ら
で
き

て
い
ま
す
。

機
械
弁
は
、
チ

タ
ン
や
バ
イ
ロ
ラ

イ
ト
カ
ー
ボ
ン
な

ど
の
金
属
が
素
材

で
半
月
状
の
弁
葉

が
開
閉
し
て
、
機

能
し
ま
す
。

今
回
は
弁
膜
症
の
外
科
的
治

療
で
あ
る
人
工
弁
に
つ
い
て
書

き
ま
す
。
弁
膜
症
は
軽
症
の
場

合
は
経
過
観
察
を
し
ま
す
が
、

中
等
度
以
上
に
な
る
と
、
ま
ず

薬
な
ど
の
内
科
的
治
療
を
お
こ

な
い
、
定
期
検
査
に
よ
り
経
過

を
み
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

内
科
的
治
療
に
適
さ
な
い
場
合

は
、
外
科
的
治
療
を
行
い
ま
す
。
そ
の
治
療

の
中
に
弁
置
換
法
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
自
分

の
弁
を
人
工
的
な
も
の
に
置
き
換
え
る
と
い

う
治
療
法
で
す
。
人
工
弁
に
は
２
種
類
あ
り
、

機
械
弁
と
生
体
弁
が
あ
り
ま
す
。
二
つ
の
弁

の
長
所
、
短
所
、
適
応
に
つ
い
て
上
の
表
に

ま
と
め
ま
し
た
。
弁
置
換
術
後
に
人
工
弁
が

正
常
に
機
能
し
て
い
る
か
心
臓
エ
コ
ー
で
検

査
し
て
い
ま
す
。
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真菌感染症の血清学的検査
○カンジダ抗原検査

深在性真菌感染症の代表的起炎菌

であるカンジダ(Candida albicans)

の抗原を検出する検査です。

カンジダは正常菌叢を構成する真

菌の一つであり、健康な人にも存在

します。深在性カンジダ感染症は、

一般に日和見感染の形をとりやすく、

患者さんの多くは免疫能が低下して

おり、原因不明の発熱があった場合

など、本検査を行います。

[検査] 当検査室

[検体] 血清(生化学採血管)

○(1→3)-β-Ｄ-グルカン

(1→3)-β-Ｄ-グルカンは、真菌に

特徴的な細胞膜を構成している成分

です。血液中の濃度を測定すること

により深在性真菌感染症の診断、治

療効果の判定や経過観察に有用な検

査です。

[検査] 外注検査

[検体] 全血(専用採血管）

チェック！

編
集
後
記

人
工
弁
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

深在性真菌症とは、カンジダやアスペルギ

ルス、クリプトコッカスのような真菌が血

液や臓器に感染する感染症です。免疫機能

が低下している時に感染しやすいです。

機械弁 生体弁

長
所

耐久性が良い（20～30年）
①血栓が生じにくい

②血行動態に支障をきたしにくい

短
所

血栓を生じやすく、半永久的に

抗凝固剤が必要

耐久性に欠ける（10～20年）

弁の破壊、石灰沈着が生じやすい

適
応

生体弁の適応から外れた

ほとんどの患者

老年患者、妊娠、出産を希望する

若年患者

機械弁 生体弁

『天然ボケ』略して『天然』という言葉は

いつから使われるようになったのでしょうか？

実は欽ちゃん(萩本欽一)が作った言葉だそう

です。1980年代にジミー大西さんに｢天然に

ボケてる人だ｣と言ったことが始まり

のようです。『天然』キャラは、周

囲を和ませてくれますね!!

蕗
の
と
う
、
み
つ
葉
、
ウ
ド

な
ど
春
の
山
菜
が
美
味
し
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

は
も
う
食
べ
ま
し
た
か
？

山
菜
に
は
、
抗
酸
化
作
用
が

あ
り
、
苦
味
成
分
に
は
解
毒
、

脂
肪
分
解
効
果
が
あ
る
そ
う
で

す
。春

の
山
菜
を
食
べ
る
と
な
ん

だ
か
元
気
が
で
る
よ
う
な
気
が

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
作
用

の
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

生
体
弁
、
機
械
弁
と
は
？


